
 

 

 

 

（仮称）教育推進プラン・江東（第３期） 

 

素案（分野別計画）

 

別紙 ２



区の教育理念の実現に向けて、すべての施策に共通する考え方として、次の２つの視点を前提に取組を推進していきます。 

１ 教育 DX（デジタル・トランスフォーメーション）の推進 

 

 

 

● 国の第４期教育振興基本計画では５つの基本的な方針の一つとして、「教育デジ

タルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進」を掲げています。 

● この中で、教育の分野においてＩＣＴを活用することが特別なことではなく「日

常化」するなど、デジタル化をさらに推進していくことが不可欠としています。 

● 区では、個別最適な学びや協働的な学びの実現のため、ＩＣＴ環境のさらなる充

実と利活用を促進します。 

● 教育データの利活用や学校における働き方改革などにおいてもデジタル技術を

活用し、教育や学校の変革を推進します。 

● 教育相談や図書館サービスや各種申請などでもデジタル技術を活用し、区民に

とって便利で質の高いサービスを提供してまいります。 

 

  

個別最適な学び・協働的な学びの充実、保護者・地域との連携、教員の働き方改革

等を一層推進していくため、デジタル技術を活用しながら教育の変革を行います。 

キーワード 

◎一人一台端末の利活用 ◎校務ＤＸの推進 ◎サービスの質の向上 

教育ＤＸを進めるための取組 
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２ こどもの視点からのウェルビーイングの向上 

 

 

 

● 令和７年４月１日に「江東区こどもの権利に関する条例」が施行されました。 

● この条例は、こどもの健やかな育ちを支え、こどもの最善の利益が尊重される

社会を実現するために、こどもの権利に関する基本的な事項を定めた条例です。 

● この条例の前文で、こどもは「誰一人代わりのいないかけがえのない存在」で

あることを明記しています。 

● この条例の中で、「区は、この条例の考え方をもとにこどもの権利を守る取組を

進めていくための計画をつくる」としています。 

● 教育委員会では、すべてのこどもが「みんな、かがやく！」ために、この条例

の考え方を常に取り入れながら、施策を推進します。 

 

こどもの健やかな育ちを支え、こどもの最善の利益が尊重される社会の実現に向

け、「江東区こどもの権利に関する条例」を踏まえながら教育施策を推進します。 

キーワード 

写真 写真 写真 
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１ 確かな学び 【指導室】 

 

 

 

 

 

現状 

  「こうとう学びスタンダード」に示す内容については、各学校園の

継続した取組により、一定の成果がみられます。 

  ＩＣＴの活用が進み、日常的に一人一台端末を活用した学習が進め

られています。 

  自分の考えを豊かな表現力で伝えたり、プレゼンテーションを使っ

て表現したりする学習が定着してきています。 

  「江東区連携教育の日」を活用する等して、区内幼稚園や保育園、

小・中学校の教員の交流、連携教育が進んでいます。 

課題 

  多様なこどもがいる中で、各種調査の分析等を基にした個別最適な

学びのさらなる充実を図っていくことが必要です。 

  児童・生徒が主体的に学習に取り組む授業改善や教育活動の、さら

なる充実が必要です。 

  新しい時代に求められる資質・能力を育むため、引き続き、英語教

育の充実、情報活用能力の育成などを確実に実施することが求めら

れています。 

  「デジタルを活用したこれからの学び」の推進に向け、一人一台端

末を最大限活用した授業・学習のさらなる推進が必要です。 

教育に関する意識調査 

  学校で自ら進んで学習したいと思える授業について小中学生に質問

した結果、「タブレット端末を使っていろいろなことをする」が最も

高く、４９．４％でした。 

  これからの学校教育で重要と思うことについて、保護者と江東区民

に質問した結果、いずれも「基礎的な学力・体力向上に向けた取り組

み」が最も高く、保護者では６０．９％、区民では５９．２％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的・対話的で深い学び、個別最適な学びを通して、これから

の時代に求められる資質・能力を育みます。 

【成果指標】 

指標名 現状値 

（６年度） 

目標値 

（１１年度） 

全国学力調査※ 

…都を 100 としたときの区児童・生徒の平均値 

小学校 105.1 １０７ 

中学校 100.8 １０５ 

※江東区長期計画より抜粋。 

＜自ら進んで学習したいと思う授業＞ ＜学校教育で重要と思うこと＞ 

49.4%

44.8%

43.4%

42.5%

41.8%

26.2%

21.1%

20.9%

3.9%

3.9%

0% 20% 40% 60%

タブレット端末を使って

体力をつける運動

自然の中での体験

基礎的な勉強

職場（仕事）体験

世界で役に立つ能力

俳句づくり

こころの授業

その他

どれもない
n=435

60.9%

50.2%

47.6%

47.4%

41.0%

40.0%

39.3%

38.5%

32.5%

30.1%

20.5%

16.0%

59.2%

57.6%

30.9%

46.1%

47.9%

38.5%

37.7%

39.0%

49.2%

42.7%

31.4%

20.4%

0% 20% 40% 60% 80%

基礎的な学力・体力向上…

いじめ・不登校対策

少人数指導・習熟度別に…

質の高い授業・教員の指…

情報社会を生きる能力…

自立に向けた教育

児童・生徒一人一人に応…

学力・体力向上への発展…

国際性を身につける教育

学校の安全対策

連携・協働する取り組み

計画的な学校施設整備

保護者 区民n=468 n=382 
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基本方針１ こども主体の教育【指導室】 

施策（１） こうとう学びスタンダード（ﾈｸｽﾄｽﾃｰｼﾞ）の定着【指導室】 

  「こうとう学びスタンダード（ネクストステージ）」の定着に向け、全校において

授業スタイルを設定し、こどもが主体的に学習できる授業改善に取り組みます。 

  各種調査の結果を基に一人一人の習得状況を把握し、一斉指導だけでなく、個に

応じた指導の充実を図ります。 

施策（２） 主体的・対話的で深い学びの実現【指導室】 

  学習指導に優れた「授業力向上アドバイザー」による模範授業を公開し、主体的・

対話的で深い学びを実現するための授業の一層の充実を図ります。 

  各校における主体的な研究を支援するとともに、研究指定校を中心とした研究実

践の成果を積極的に発信・共有し、区内全校の取組につなげていきます。 

施策（３） 個別最適な学びの実現【指導室】 

  ＩＣＴを最大限活用し、これまで以上に個別最適な学びと協働的な学びの一体的

な充実を図り、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善につなげてい

きます。 

  組織的な指導や学びスタンダード強化講師等の活用による、こども主体でより丁

寧な指導を実施し、個別最適な学びのさらなる充実を図っていきます。 

キーワード 

写真 
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基本方針３ 連続した学びの保障【指導室】 

施策（６） 連携教育の充実【指導室・学務課】 

  「江東区連携教育の日」の充実や、「江東区保幼小連携教育プログラム」の活用

等を通して、保育園、幼稚園、小・中学校 ・義務教育学校が連携した教育の充実

を図ります。 

施策（７） 幼児教育の充実【指導室・学務課】 

  幼児の主体的な遊びを促す環境構成を工夫して、探究活動の実践を重ねながら、

生きる力の基礎を育みます。 

  幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を視点とした、幼児期の遊びや生活で必

ず体験する内容（就学前教育スタンダード）に基づいた教育の充実を図ります。 

基本方針２ 生きる力を育む特色ある教育【指導室】 

施策（４） これからの時代を見据えた取組の推進【指導室・学務課・教育支援課】 

  ＩＣＴ教育推進校を指定し、各学校の実態に応じたＩＣＴ機器の効果的な活用を

推進し、こどもに最適な学びを提供することを目指します。 

  英語スタンダード指導資料を基にした授業改善を図るとともに、外国人講師や体

験型英語教育施設等を有効に活用して、英語教育の充実を図ります。 

  社会的な自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくことができ

るよう、特別活動を要としつつ各教科等の特質に応じて、キャリア教育の充実を

図っていきます。 

施策（５） 江東区の特色を生かした取組の推進【指導室・教育支援課】 

  各校園のこどもが主体となる特色ある教育の推進、充実を図ります。 

  松尾芭蕉、石田波郷等、俳人ゆかりの地である江東区の特色を生かし、俳句講師

を各校に派遣する等、俳句教育に全校で取り組み、児童・生徒の感性を磨きます。 

  小学校での「カーボンマイナスこどもアクション」や、中学校での「環境検定」

等、こどもが主体的に環境学習にかかわる取組を推進します。 

キーワード 

写真 
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コラム： （掲載内容未定） 
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２ 豊かな心 【指導室】 

 

 

 

 

 

 

現状 

  自己肯定感を高めるための道徳教育の充実等により、「自分にはよい

ところがあると思う」児童・生徒の割合は約８割となっています。 

  中学生が小学生に向けて行ういじめ防止の出前授業など、いじめ防

止に向けた児童・生徒主体の取組が進んでいます。 

  東京２０２０大会のレガシーとして、有明アリーナを活用した「Ｋ

ＯＴＯ☆ボッチャフレンドリーマッチ」を行うなど、パラスポーツ

への理解が浸透してきています。 

課題 

  人権を尊重し、いじめを防止するための児童・生徒主体の取組のさ

らなる充実が求められています。 

  児童・生徒にもスマートフォンが普及しており、インターネット等

を活用したいじめの防止や情報活用能力の育成が必要です。 

  児童・生徒の発達段階を踏まえながら、自己肯定感の高まりを感じ

られる活動を進めていくことが求められています。 

  共生社会の実現に向けて、国籍や性別等にとらわれず、こどもが多

様性を理解し、受け入れる心の育成が求められています。 

教育に関する意識調査 

  スマートフォンを持っているかについて小中学生に質問した結果、

小学生では４５．３％が保有しており、中学生では９１．５％が保有

していると回答しています。 

  ＳＮＳで悪口やいじめを経験したことがあるか、ＳＮＳを利用して

いる小中学生に質問した結果、８．７％が「ある」と回答し、「他人

がされているのを見たことがある」が２１．５％でした。 

  小中学生に対して「自分は幸せだと思いますか」という質問をした

結果、「とても幸せ」が４１．８％、「幸せ」が４０．５％、に対して、

「あまり幸せではない」が２．３％、「全く幸せではない」が１．１％

でした。 

 

 

自分の大切さとともに他の人の大切さを認める優しい心、多

様性を認め合える心を育みます。 

 

【成果指標】 

指標名 現状値 

（７年度） 

目標値 

（１１年度） 

自分にはよいところがあると思う児
童・生徒の割合※ 

小学校 87.3％ １００％ 

中学校 87.1％ １０0％ 

人の役に立つ人間になりたいと思う児
童・生徒の割合※ 

小学校 95.5％ １００％ 

中学校 95.6％ １００％ 

いじめはどんな理由があってもいけないと思う
児童・生徒の割合※ 

95.9％ １００％ 

※江東区長期計画より抜粋。 

とても幸せ

41.8%

幸せ

40.5%

どちらでもない

14.3%

あまり幸せではない

2.3%
全く幸せではない

1.1%

n=435
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基本方針４ 人権を尊重する心の育成【指導室】 

施策（８） 人権教育の推進【指導室】 

  「江東区こどもの権利に関する条例」について教員が十分に理解し、こどもが学ぶ機

会を設け、一人一人の人権を大切にした教育活動を推進します。 

  人権教育推進委員会による活動や人権教育研修会の充実、各校園における人権意識の

向上に努め、全ての教育の基盤となる人権教育の一層の推進を図ります。 

施策（９） 道徳教育の推進【指導室】 

  道徳の授業を充実させ、こどもの道徳的な判断力や心情、実践意欲や態度を育てます。 

  心の教育推進校の授業公開や道徳研修会等を通じて道徳教育の向上を図ります。 

施策（１０） 多様性を認め合う教育の推進【指導室】 

  性別や年齢、国籍、文化、障害、疾病の有無等によらない、インクルーシブ教育の理解

促進を図り、共に尊重し合いながら協働していく態度を育みます。 

施策（１１） いじめ防止に関わる取組の充実【指導室】 

  「江東区いじめ防止基本方針」に基づき、「Ａｃｔｉｏｎ２４」をテーマに、いじめの早期発

見・早期対応・早期解決を目指し、いじめ問題対応を徹底します。 

  児童・生徒が主体となって学校のいじめ防止に取り組む活動を推進します。 

  児童・生徒主体でＳＮＳ学校ルールの取組の充実を図る等、インターネット等におけ

るいじめ防止を含めた、情報活用能力を育成します。 

基本方針５ かけがえのない自他を大切にする心の育成【指導室】 

施策（１２） こどもが主体となった活動の充実【指導室】 

  児童・生徒が心理的安全性を感じられる学校風土を築き、よりよい学校生活を送るた

めの意見や考えを伝える機会を設けます。 

  児童・生徒が主体的・協働的に参画する活動や行事をより一層推進します。 

施策（１３） 自己肯定感を高める取組の充実【指導室】 

  一人一人が自分の良さに気付き、自己肯定感を高められるよう、達成感や有用感等を

得られる活動を推進します。 

施策（１４） 東京２０２０レガシーの取組の推進【指導室】 

  心のレガシーとして、ボランティアマインドや豊かな国際感覚、スポーツ志向等を育

成する活動を推進します。 

  ボッチャなどのパラスポーツを通じて多様性を学ぶなど、共生社会の実現を目指した

教育を行います。 

キーワード 

写真 
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３ 健やかな体 【指導室】 

 

 

 

 

 

 

現状 

  全国体力・運動能力、運動習慣等調査において、「運動が好き」と肯

定的に回答する児童・生徒の割合が、都の平均を上回っています。 

  体育 ・保健体育の授業において「体力スタンダード」にあるわくわく

タイムやウォームアップタイムを実施し、楽しく運動に取り組みな

がら運動能力の向上につながる工夫を行っています。 

  全国学力・学習状況調査の結果によると、毎日朝食を食べていない

割合が小中学校ともに増加傾向にあります。 

課題 

  「運動が好き」と思う児童・生徒の割合をより高められるよう、すす

んで運動に取り組める機会を設ける必要があります。 

  多様な運動を取り入れる等、体を動かす機会の確保や、運動に慣れ

親しむことができる取組の推進が求められます。 

  心と体の健やかな成長と体力の向上のため、健康教育や運動習慣の

確立などに取り組む必要があります。 

  身近な生活における健康・安全に関する基礎的な知識を身に付け、

生涯にわたり健康を保持増進する資質・能力を育む必要があります。 

教育に関する意識調査 

  普段どのくらいの時間運動するか小中学生に質問した結果、２３．

９％が「ほとんどしない（１５分未満）」と回答し、次いで「３０分

くらい」が１７．９％、「１時間くらい」が１４．３％と続いていま

す。 

  学校の運動で楽しかったことについて小中学生に質問した結果、６

４．８％が 「運動会」と回答し、次いで４１．８％が「プール」と回

答しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを実現するための資

質・能力を育みます。 

【成果指標】 

指標名 現状値 

（６年度） 

目標値 

（１１年度） 

全国体力調査※ 

…都を 100 としたときの区

児童・生徒の平均値 

小学校 
男子 100 １０１ 

女子 100.6 １０2 

中学校 
男子 99.1 １０2 

女子 96.6 １０3 

※江東区長期計画より抜粋。 

64.8%

22.3%

18.4%

41.8%

11.5%

11.3%

8.7%

8.5%

0% 20% 40% 60% 80%

運動会

ながなわチャレンジ

ボッチャ

プール

わくわくタイム、ウォーム

アップタイム

プロの選手やオリンピッ

ク・パラリンピック選手…

その他

楽しかったものはない n=435

＜学校の運動で楽しかったこと＞ 

ほとんどしない

（15分未満）

23.9%

15分くらい

12.0%

30分くらい

17.9%
1時間くらい

14.3%

1時間30分

くらい

7.8%

2時間くらい

14.0%

3時間くらい

6.2%

4時間以上

2.3%
その他

1.6%

n=435

＜普段どのくらいの時間運動するか＞ 
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基本方針６ 運動やスポーツを楽しむ態度の育成【指導室】 

施策（１５） 運動習慣の確立【指導室】 

  豊かなスポーツライフの実現に向け、生涯にわたり運動に親しみ、健康の保持

増進と体力の向上を目指す態度を養います。 

  児童・生徒が主体的に運動に取り組む機会を設けます。特に小学校では「ＫＯ

ＴＯ☆キッズながなわチャレンジ」を全校で実施し、年間を通じて運動に取り

組む環境づくりを推進します。 

施策（１６） 運動能力・体力を高める取組の充実【指導室】 

  「体力スタンダード」のわくわくタイムやウォームアップタイムにある主運動

につながる運動の充実を図ります。 

  運動の楽しさを味わうとともに、「体力スタンダード」に示した基礎的・基本的

な動きや技能を身に付ける指導の改善を図ります。 

施策（１７） スポーツに親しむ機会の創出【指導室】 

  区内スポーツ施設等における運動体験や競技観戦、アスリートと交流する機会

を設けます。 

  小学校では、パラリンピック種目であるボッチャを体験できる機会を設けます。 

 

基本方針７ 心と体の健やかな成長【指導室】 

施策（１８） 心の健康に関わる取組の推進【指導室・学務課】 

  関係機関との連携を図り、出前授業を実施するなど、こどもの心や体の健康の

保持増進を目指します。 

施策（１９） 食育の推進【指導室・学務課】 

  給食だよりや給食時間の放送を通じて食や健康に関する知識を伝え、児童・生

徒が健康的な食習慣を形成する力を養います。 

  旬の食材や行事食、郷土料理などを組合せた給食を提供し、児童・生徒が自然

の恩恵に感謝し、地域の食文化に関心を持つ心を育みます。 

キーワード 

写真 
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４ 個に応じた教育 

 

 

 

 

 

現状 

  江東区のすべてのこどもが安心して学び、「みんな、かがやく！」た

めに、「ＫＯＴＯこどもかがやきプラン」を策定しました。 

  区立学校全校への特別支援教室の設置及び拠点校の増設、学習支援

員の配置・拡充により、支援の充実を図ってきました。 

  不登校児童・生徒が増加傾向となる中、相談支援体制の強化やブリ

ッジスクールの充実、校内別室指導支援員の全校配置等の対策を進

めてきました。 

  特別な支援を必要とする児童・生徒や日本語指導を必要とする児童・

生徒が増加しています。 

課題 

  一人一人の特性を踏まえた適切な支援を行うため、個に応じた教育

環境の充実が必要です。 

  発達障害のある児童・生徒や様々な疾病をもつ児童・生徒等、支援ニ

ーズが多様化しており、よりきめ細かな支援体制の充実が必要です。 

  不登校の未然防止・早期対応を推進するとともに、不登校児童・生徒

に対する学びの機会の確保や居場所づくりが求められています。 

  日本語指導を必要とする児童・生徒が増加しており、より効果的な

支援体制の構築が必要です。 

 

教育に関する意識調査 

  多様化するニーズに対応するために重要だと思うことについて保護

者と区民に質問した結果、いずれも「いじめ・不登校の未然防止」が

最も高く、次いで保護者は「個性の尊重」が、区民は「特別な支援を

必要とするこどもへの個に応じた支援の充実」が続きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多様なニーズに応じた、きめ細かな教育支援を行います。 

 

【成果指標】 

指標名 現状値 

（６年度） 

目標値 

（１１年度） 

学校生活は楽しいと思う児童・生徒の割合※1 ９０％ １００％ 

特別支援教室支援完了者割合※1※２ １１．７％ ―

※１ 江東区長期計画より抜粋。 

※２ 現状把握の数値であるため、目標値の設定なし  

 

50.9%

43.2%

38.7%

37.4%

36.8%

32.5%

26.3%

23.7%

23.3%

23.1%

20.1%

66.8%

43.7%

38.0%

41.9%

46.3%

42.7%

31.7%

31.9%

45.0%

27.5%

29.8%

0% 20% 40% 60% 80%

いじめ・不登校の未然防止

個性の尊重

教職員の専門性の向上

不登校児童・生徒への支援の充実

個に応じた支援

インクルーシブ教育の推進

学校施設・設備の改修

教育相談体制の充実

道徳教育の推進

関係機関の連携強化

日本語指導等の支援の充実

保護者

区民

n=468 

n=382 

※上位 10 位まで表示 
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基本方針８ 一人一人を大切にする教育【指導室】 

施策（２０） 個性や能力に応じた教育の推進【指導室・教育支援課】 

  ＩＣＴ機器を活用した教育活動を推進し、一人一人の学習の習得状況を把握分

析することにより、個に応じた指導の充実につなげます。 

  特定の能力を発揮する児童・生徒や発達に課題を抱える児童・生徒等一人一人

の個性や能力に応じた支援の充実を図ります。 

  こどもの興味・関心や個性を生かした学びの充実を図ります。 

施策（２１） 「ＫＯＴＯこどもかがやきプラン」の推進【指導室・教育支援課】 

  魅力ある学校風土づくり、多様な学びの保障、こどもを真ん中にした支援を充

実させ、すべてのこどもが輝く教育活動を推進します。 

  不登校担当者会や不登校未然防止連絡会の充実を図り、不登校の未然防止・早

期支援に取り組みます。 

  校内別室指導支援員や不登校対応巡回教員を配置し、不登校及び不登校傾向に

ある児童・生徒を支援します。 

  支援が必要なこどもに対して、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワ

ーカーがアセスメントを行い、関係機関につなぐ等、一人一人の状況に応じた

支援を行います。 

基本方針９ 特別な支援が必要なこどもの教育【教育支援課】 

施策（２２） 教職員の専門性向上【指導室】 

  特別支援教育コーディネーター研修会等の研修の充実を図り、障害特性や個に応

じた合理的配慮、インクルーシブ教育の理解等を促進します。 

施策（２３） 人的支援の充実【教育支援課】 

  学習支援員等を配置し、特別な支援が必要なこどもに対して、十分な支援が行え

る体制を構築します。 

  特別支援教育アドバイザーが学校 ・幼稚園を訪問し、ユニバーサルデザインに基

づく教育環境の整備や合理的配慮に関する助言を行うなど、特別支援体制の充実

を図ります。 

  医療的ケアが必要なこどもの支援のため、各学校や幼稚園へ看護師を派遣します。 

施策（２４） 個に応じた生活環境の整備【学校施設課】 

  ユニバーサルデザインの考え方に基づき、誰もが安心して快適に学べる環境を整

備します。 

キーワード 

写真 
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  基本方針１０ 多様な学びの保障【指導室】 

施策（２５） 多様な学びの場の整備【指導室】 

  様々な学習コンテンツや授業のオンライン配信を活用し、どこでも学習や相談

等ができるよう、デジタルを活用した学習環境を整備します。 

  仮想空間上に児童・生徒の学びの場や居場所となる「バーチャル・ラーニング・

プラットフォーム」を設定し、不登校や日本語指導が必要な児童・生徒の学習

支援・相談等を実施します。 

  不登校及び不登校傾向の児童・生徒を教室以外の居場所において支援するため、

校内教育支援センターの充実を図ります。 

施策（２６） ブリッジスクールの充実【指導室】 

  不登校児童・生徒等のニーズに適切に応えられるよう、ブリッジスクールの学

習環境や学習内容、体験活動の充実を図ります。 

  多様な児童・生徒の実態にきめ細かく対応したインターネットを活用した学習

活動や相談体制の充実を図るなど、望ましい学習環境を確保します。 

施策（２７） 関係機関との連携【指導室・教育支援課・教育センター】 

  各関係機関や、フリースクールなどの民間施設、ＮＰＯ等との連携を図ります。 

  多様な学びを推進するため、人的支援を含めた支援体制の構築を推進します。 

基本方針１１ 多文化共生に向けた支援【教育支援課】 

施策（２８） 日本語指導や支援の充実【教育支援課・指導室】 

  引き続き多言語に対応した講師派遣を行うとともに、タブレット端末を用いた

翻訳ツールや日本語の自主学習ソフトなどを導入し、日本語を母語としないこ

どもの学校生活を支援します。 

  日本語指導を必要とする児童・生徒が、オンライン教材等を活用した学習がで

きるよう支援します。 

施策（２９） 文化理解や支援の推進【教育支援課・指導室】 

  本区や日本の伝統・文化を体験、理解する機会を設ける等、地域や自国に誇り

をもつとともに他国を尊重する態度を養います。 

  様々な国や地域にルーツをもつこどもたちが、それぞれの文化等を理解し、多

文化共生社会の担い手となれるよう取組を支援します。 

キーワード 

写真 
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コラム：ＫＯＴＯこどもかがやきプラン 
江東区教育委員会では、令和６年３月にこれまでの不登校総合対策を大きく見直し、江東区のすべてのこどもたちが安心して学び、

「みんな、かがやく！」ために、目指す姿や実現させる取組を「ＫＯＴＯこどもかがやきプラン」としてまとめました。 

このプランでは、目指す姿を「魅力ある学校風土づくり」、「多様な学びの保障」、「こどもを真ん中にした支援」の３つにまとめ、

これを実現させるための具体的な取組内容を示しています。 

また、「Ａｃｔｉｏｎ２４」をスローガンとして、課題解決に向けた早期発見・早期対応に取り組んでいます。 

 

「Ａｃｔｉｏｎ２４」とは 

「Ａｃｔｉｏｎ２４」とは、こどもたちのこと、自

分を含めた教職員のこと、校内のことについ

て、いつもと違う状況、いじめやいじめにつ

ながる事実、ＳＯＳや悩み、体調不良等の事

実を確実に把握し、いち早く共有し、組織的

に正しく行動していくことです。 

「２４」は、「その日のうち（２４時間以

内）を目安に、なるべく早く」ということを

示しています。 
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５ 丁寧な相談 

 

 

 

 

 

現状 

  ワンストップ型教育相談窓口の設置やＳＮＳ教育相談を設置・拡充

し、相談しやすい体制を構築してきました。 

  スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の専門職

を配置して、きめ細かな相談や支援を行っています。 

  課題に対する早期発見・早期対応を図るため、「Ａｃｔｉｏｎ２４」を

スローガンとして掲げました。 

  ケース会議を行い、学校や関係機関との連携を推進しています。 

  悩みや問題を抱える児童・生徒の増加に加え、問題の複雑化が進ん

でいます。 

課題 

  より多くの方にワンストップ型教育相談窓口やＳＮＳ教育相談を

より利用してもらうため、広報発信や質的向上が必要です。 

  スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の専門職

のニーズが高く、更なる人的支援の拡充が求められています。 

  こどものＳＯＳに気付くために、教員の資質・能力の向上と教員が

一人一人のこどもと向き合う時間を確保することが必要です。 

 

 

教育に関する意識調査 

  小中学生に悩みを相談する人がいるかを質問した結果、「両親」が３

２．４％と最も高く、次いで「友だち」が２８．３％、「担任の先生」

が１４．３％と続きました。 

  保護者に対して、こどもに関する悩みをどのような人や機関に相談

するか質問した結果、「配偶者」が７５．９％と最も高く、次いで「知

人・友人」が４８．９％、「担任教員」が３２．５％と続きました。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談しやすい体制を整え、きめ細かな相談を行うとともに、学び

の場の充実を図ります。 

【成果指標】 

指標名 現状値 

（６年度） 

目標値 

（１２年度） 

区配置スクールカウンセラー対応件数※ １１，１７３件 － 

スクールソーシャルワーカー対応件数※ 7，867 件 － 

※ 現状把握の数値であるため、目標値の設定なし    

 

＜悩みを相談する人がいるか（小中学生）＞ ＜こどもに関する悩みをどのような人や機関に相談するか（保護者）＞ 

32.4%

28.3%

14.3%

11.7%

7.1%

6.2%

4.8%

4.1%

2.8%

1.8%

0.9%

0.5%

0.5%

0.5%

0.2%

0.9%

1.4%

5.5%

0% 20% 40%

両親

友だち

担任の先生

きょうだい

スクールカウンセラー

担任以外の学校の先生

祖父母

先ぱいや上級生

学校以外の先生

ネット友人、SNS

きっずクラブや、部活…

スクールソーシャル…

インターネットの相談…

いじめ相談ホットライ…

江東区のSNS教育相談

その他

相談できる人はいない

相談しようと思わない
n=435 

75.9%

48.9%

32.5%

29.5%

18.8%

13.2%

1.7%

1.5%

1.5%

1.3%

0.9%

0.2%

5.6%

3.0%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者

あなたの友人・知人

学校の担任教員

あなたの両親

その他の家族、親族

学校の教育相談の専…

教育センターの教育相…

スクールソーシャル…

校長や担任以外の教員

教育委員会

警察や児童相談所

いじめ相談ホットライ…

その他

誰にも相談しない

知らない、わからない
n=468 
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基本方針１２ 教育相談体制の強化【教育支援課】 

施策（３０） 教育相談窓口の拡充【教育支援課・教育センター】 

  ワンストップ型教育相談窓口に寄せられた相談に対して、教育相談員が丁寧に

話を聞き、必要に応じて適切な相談先を紹介する等、相談者に寄り添って、共

に問題解決できるよう、相談業務の質的向上を図ります。 

  児童・生徒が、身近な人には相談しづらい悩みを気軽に相談できるよう、ＳＮ

Ｓ等を活用した、一層相談しやすい教育相談を実施します。 

施策（３１） スクールソーシャルワーカーの拡充【教育支援課】 

  こどもを取り巻く多様で困難な問題にも十分に対応するため、スクールソーシ

ャルワーカーの増員や体制の強化を図ります。 

  大学教授等をスーパーバイザーとして招聘した研修等の充実により、スクール

ソーシャルワーカーの資質・能力の一層の向上を図ります。 

 

基本方針１３ 学校を中心とした相談体制の強化【指導室】 

施策（３２） スクールカウンセラー等による相談の充実【教育支援課】 

  規模やニーズに応じて、全ての学校園にスクールカウンセラーを適切に配置し、

学校・幼稚園における教育相談体制の充実を図ります。 

施策（３３） 「Ａｃｔｉｏｎ２４」の推進【指導室・教育支援課・教育センター】 

  「Ａｃｔｉｏｎ２４」に基づき、いじめや不登校の悩み、体調不良等を確実かつ速やか

に把握、共有し、組織的に行動することで解決に努めます。 

  こどものＳＯＳに少しでも早く気付き、少しでも早く対応し、適切に課題が解

決できるよう、教員の資質・能力の向上を図る研修等を充実します。 

  「ＳＯＳの出し方教育」を確実に実施し、こどもがいつでもＳＯＳを発信でき

るようにするとともに、こどもの心理的安全性を確保します。 

キーワード 

写真 
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６ 施設の整備・充実 

 

 

 

 

 

現状 

  改築・大規模改修校を中心に、積極的な木質化や、学校ごとに特色の

ある空間づくりを行っています。 

  計画的な校舎等の改修・改築を、令和２年度から６年度までに９校

で実施しました。 

  これからの学校施設に求められる機能や空間のあり方の指針となる

「江東区学校施設の将来ビジョン」を策定しました。 

  国のＧＩＧＡスクール構想に基づく一人一台端末の配布、高速大容

量の無線ＬＡＮ整備や電子黒板機能付大型モニターの充実等、ＩＣ

Ｔ教育の環境整備を進めてきました。 

課題 

  臨海部や地下鉄８号線延伸に伴う沿線地域の大規模開発動向を注視

し、適切な収容対策を図っていく必要があります。 

  既存校のさらなるバリアフリー化（バリアフリートイレ・エレベー

ター設置）を進めていく必要があります。 

  校舎等の改修・改築にあたっては、物価高騰や工事期間の長期化を

踏まえながら計画を進めていく必要があります。 

  教育の充実に向け、ＩＣＴ環境のさらなる整備が求められています。 

教育に関する意識調査 

  どのような学校だと勉強や生活がしやすいかを小中学生に質問した

結果、「友だちと過ごせるスペースがある」が最も高く、次いで「教

室が明るい」、「トイレがきれい」と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

  学校の環境で重要と思うことについて保護者に質問した結果、「快適

な教室空間」や、「防災性に優れた校舎」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

学校施設の整備・充実や適正な維持管理により、良好な教育

環境を確保します。 

【成果指標】 

指標名 現状値 

（６年度） 

目標値 

（１１年度） 

改修・改築を実施した学校数※ ９校 ２５校 

※江東区長期計画より抜粋。 

72.2%

70.3%

64.6%

55.9%

47.8%

37.9%

36.8%

33.8%

25.3%

5.1%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80%

友だちと過ごせるスペースがある

教室が明るい

トイレがきれい

災害に強い

プライバシーが守られている

生き物がたくさんいる緑や池がある

いつでも体を動かせる場所がある

だれでも使うのに困らない校舎

木材をたくさん使った校舎

その他

わからない

n=435

55.3

29.7

23.3

68.2

29.5

38.0

16.0

41.2

52.1

52.4

29.5

47.6

51.3

39.3

0 20 40 60 80 100

快適な教室空間

ICT環境の充実

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ･ｼﾞｪﾝﾀﾞｰﾌﾘｰの設備

防災性に優れた校舎

環境に配慮されたつくり

プライバシーの配慮

地域との交流スペース

とても重要 重要 どちらでも

ない

あまり

重要でない

全く重要

でない n=468 
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 基本方針１４ 学校施設の整備【学校施設課】 

施策（３４） 収容対策の推進【庶務課・学校施設課】 

  臨海部の大規模開発や地下鉄８号線延伸に伴う既存市街地の再開発の動向を捉

えながら、児童・生徒数の推計を注視し、収容対策を適切に実施します。 

  学校の改築時には、児童・生徒数の状況に応じて柔軟に対応できるように設計

します。 

施策（３５） 教育施設の計画的な更新【学校施設課】 

  老朽化した校舎は、仮校舎を活用する等して計画的に更新し、安全で快適な学

校環境の整備と防災拠点としての機能強化を図ります。 

  改築・改修時には、校舎のバリアフリー化や衛生的で快適な施設環境の整備を

進めます。 

施策（３６） 良好な教育環境の保持【学校施設課】 

  日常点検・定期点検を実施して適切な維持管理を行うことにより、施設の長寿

命化を図るとともに、安全で快適な学校環境を提供します。 

  老朽化した施設・設備は、ライフサイクルコストを踏まえながら、学校のニー

ズに応じた施設・設備に更新します。 

基本方針１５ 学校ＩＣＴ環境の強化【学務課】 

施策（３７） ＩＣＴ機器の充実【学務課】 

  国が推進するＧＩＧＡスクール構想の次期展開に向け、一人一台端末を適切に

整備・更新するとともに大型モニター等のＩＣＴ機器の拡充を推進する等、  

ＩＣＴ環境のさらなる充実を図ります。 

施策（３８） 校内ネットワーク環境の強化【学務課】 

  ＩＣＴ教育の基盤である高速大容量の校内無線ＬＡＮ環境を整備・運営し、安

定したネットワーク環境の実現を図ります。 

キーワード 

写真 
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７ 安全安心・居場所づくり 

 

 

 

 

 

 

現状 

  江東きっずクラブでは、「江東区放課後こどもプラン」に基づき、保

留児童対策や質の向上に取り組んでいます。 

  国の 「こどもの居場所づくりに関する指針」において、学校を始めと

するより多くのこどもの居場所が求められています。 

  江東区通学路交通安全プログラムに基づき、定期的に通学路の交通

安全点検を実施して危険個所の抽出及び対策を図っています。 

  学校では、防犯カメラや電子錠を設置しているほか、災害や不審者

対応を想定した避難訓練を毎月実施しています。 

課題 

  江東きっずクラブについて、引き続き保留児童対策を進めるととも

に、さらなる質の向上に向けた環境を整備する必要があります。 

  こどもの視点に立ち、こどもが利用しやすく安全・安心な居場所を

確保することが必要です。 

  学校への不審者侵入事案や気温上昇に伴う熱中症など、こどもを取

り巻く新たな危険が増加しています。 

  「江東区学校防災マニュアル」において示された新たな災害被害想

定や災害時対応フローに基づく対策を、進めていく必要があります。 

教育に関する意識調査 

  放課後どのようにして過ごすことが多いかを小中学生と保護者に質

問した結果、いずれも「自宅で過ごす（勉強以外）」が最も高く、次

いで「友だちと遊ぶ」が続きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登下校の安全確保や放課後の居場所づくりを行い、こどもた

ちが毎日楽しく過ごすための環境を整えます。 

【成果指標】 

指標名 現状値 

（６年度） 

目標値 

（１１年度） 

江東きっずクラブ利用児童の満足度※ 90.9％ ９２％

行政・地域の活動により、こどもの安全・安心が

確保されていると思う区民の割合※ 
48.2％ 60％

※江東区長期計画より抜粋。 

63.4%

50.1%

43.9%

38.2%

36.3%

27.1%

3.7%

3.0%

1.4%

63.0%

46.4%

32.9%

45.5%

39.5%

27.6%

5.1%

3.4%

0.2%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80%

自宅で過ごす

友だちと遊ぶ

自宅で勉強

学習塾

習い事

部活動・クラブ活動

江東きっずクラブ

その他

特になにもしない

知らない、わからない（保護者のみ）

小中学生

保護者

n=435

n=468
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 基本方針１６ 健やかな居場所の確保【地域教育課】 

施策（３９） 江東きっずクラブの質の向上【地域教育課】 

  江東きっずクラブの質の向上を図るため、全クラブを対象とした放課後児童支

援員の研修や各クラブの環境整備を進めるとともに、指導検査を実施します。 

  電子連絡帳アプリや入会手続きの電子申請等、ＤＸを推進し利便性の向上を図

ります。 

施策（４０） ニーズに応じた居場所づくり【庶務課・学務課・地域教育課】 

  社会のニーズの変化を的確にとらえ、こどもが安心して過ごせる新たな居場所

を、必要に応じて整備します。 

  児童館等と連携して、児童だけでなく生徒の放課後の居場所づくりを推進しま

す。 

基本方針１７ 学校安全の推進【庶務課】 

施策（４１） 通学路の安全確保【庶務課】 

  江東区通学路安全対策連絡会を中心に、登下校時の地域住民等による見守りや

通学路防犯カメラの活用、警察などの関係機関との連携を行いながら、通学路

における児童の安全確保を図ります。 

  通学中の熱中症対策を講じるとともに、学校に冷却設備の設置を進めます。 

施策（４２） 学校の防犯・防災力の強化【庶務課・学校施設課】 

  学校を取り巻く様々な状況の変化や発生した事故・災害等の事例などをもとに

研修・訓練などを実施し、教職員や地域と防犯・防災対策を共有します。 

  学校施設の安全点検を実施して事故の未然防止を図るとともに、校舎の改修等

にあたっては防災・防犯機能の強化を推進します。 

施策（４３） 安全教育の推進【指導室】 

  「安全教育プログラム」に基づき、最新の事例や災害想定を踏まえながら、地

域や学校の事情に応じた、生活安全・交通安全・災害安全に関する教育に取り

組みます。 

キーワード 

写真 
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８ 地域・家庭 

 

 

 

 

 

 

現状 

  全校に地域学校協働本部を設置しており、コミュニティ・スクール

も順次導入を進めています。 

  ＰＴＡを含む社会教育関係団体や地域学校協働本部において、様々

なテーマで保護者向けの家庭教育学級を開催しています。 

  教員の部活動指導に係る時間等の負担軽減や持続可能な部活動運営

に向けて、部活動指導員や外部指導員を配置しています。 

  部活動の地域展開に向け、 「学校部活動の地域連携・地域移行に関す

る推進計画」を策定しました。 

課題 

  ＰＴＡを含む社会教育関係団体や地域学校協働本部を生かし、きめ

細かい学校支援や家庭教育支援の仕組みづくりが求められています。 

  地域学校協働活動の推進にあたっては、地域の実情等に応じた負担

過多とならない持続可能な仕組みとしていく必要があります。 

  生徒が、スポーツ・文化芸術活動に継続して親しむことができる仕

組みづくりや選択肢を増やす取組が必要です。 

  教育行政の積極的な情報発信のため、広報力の強化が必要です。 

教育に関する意識調査 

  地域の中の学校として、地域で協力できることについて保護者と区

民に質問した結果、いずれも「地域のこどもへのあいさつや声かけ」

が最も高く、次いで「事件発生時の通報、見回り」が続きました。 

  地域と学校の連携について、保護者と区民に質問した結果、双方で

「地域と学校の連携のイメージがわからない」が約３０％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域教育活動や家庭での教育を支援するシステムの構築・充実

を図ります。 

【成果指標】 

指標名 現状値 

（６年度） 

目標値 

（１１年度） 

地域学校協働活動に参加したボランティア数※ 24,723 名 37,950 名 

地域と連携した家庭教育学級・講座の年間延べ

参加者数 
1,112 名 1,500 名 

※ 江東区長期計画より抜粋  

 

61.1%

57.5%

54.5%

41.9%

32.5%

31.8%

31.8%

28.0%

26.1%

22.6%

22.0%

1.3%

5.8%

56.5%

52.6%

50.8%

42.1%

27.0%

30.6%

25.7%

22.8%

24.9%

24.6%

22.8%

2.4%

7.1%

0% 20% 40% 60%

地域のこどもへのあいさつや声

かけ

事件発生時の通報、見守り

巡回活動への参加・協力

災害時の避難誘導

学校行事への参加・協力

美化・清掃活動への参加・協力

部活動・クラブ活動などの指導へ

の協力

特技や能力を活かした授業への

協力

花壇や芝生などの整備への協力

学校図書ボランティア

放課後活動への協力

その他

わからない

保護者

区民

n=468 

n=382 

＜地域で協力できること＞ 

41.7%

27.6%

24.1%

4.7%

1.9%

3.0%

11.5%

0% 20% 40% 60%

自分の地域と学校はうま

く連携している

地域と学校の連携のイ

メージがわからない

地域と学校の連携を進め

ていくべきだ

自分の地域は学校とあま

り連携していない

地域と学校の連携は意味

がない

その他

特に何も思わない

保護者

区民

n=468 

n=382 

＜地域と学校の連携＞ 
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基本方針１８ 地域や家庭との連携・協働【地域教育課】 

施策（４４） 地域学校協働本部の充実【地域教育課】 

  学校を拠点とした幅広い人材の参画や教育資源の活用等を、コーディネーター

を中心に行い、地域指導員による学校・地域・家庭の連携及び協働の推進によ

り、地域学校協働本部の充実を図ります。 

施策（４５） コミュニティ・スクールの拡充【地域教育課】 

  コミュニティ・スクールの導入を着実に進め、導入校の学校運営協議会と地域

学校協働本部の一体的な事業推進に取り組みます。 

施策（４６） 家庭教育の支援【地域教育課】 

  ＰＴＡを含む社会教育関係団体や地域学校協働本部と連携して、保護者のニー

ズに応じた家庭教育支援を行う仕組みを整備します。 

  地域や学校の現状に合わせたＰＴＡ活動に対して、研修等を通じて支援します。 

施策（４７） 地域教育力の向上【地域教育課】 

  土曜・放課後学習教室では、学習習慣の定着と基礎学力の向上を図ります。 

  ウィークエンドスクールでは、こどもの自主性、社会性、創造性を養い、健全

育成と家庭・地域の教育力の向上を図ります。 

施策（４８） 部活動の地域展開の推進【教育支援課】 

  運営団体や地域活動団体と連携し、部活動の地域クラブ活動への段階的な地域

展開を進めます。 

  地域で運営されているスポーツ・文化芸術活動を地域クラブ活動として紹介す

る等、生徒が自らの興味や関心に応じて活動を主体的に選択できる環境を整備

します。 

キーワード 
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キーワード 
基本方針１９ 教育機会の確保【学務課】 

施策（４９） 体験活動の充実【指導室】 

  区内にある魅力ある施設で、こどもが学ぶ楽しさを味わえるよう、体験活動を

充実させていきます。 

施策（５０） 学びへの経済的支援【庶務課・学務課】 

  国や都の就学支援制度等の動向や申請状況を鑑みながら、高等学校等進学者に

対して奨学資金の支給を行います。 

  経済的な理由により就学困難な児童・生徒の保護者や特別支援学級の児童・生

徒の保護者への援助を継続し、適切な運用に努めます。 

  私立幼稚園等を利用する家庭への補助を継続し、保護者の経済的負担の軽減に

努めます。 

施策（５１） 関係事業との連携【庶務課・学務課】 

  すべてのこどもが心身ともに健やかに育まれる環境の整備と教育の機会均等を

目指し、生活困窮者支援やヤングケアラー支援等関係事業と連携を図ります。 

  こども誰でも通園制度を通じて、支援が必要な子育て家庭を所管課につなげる

など、他部署との連携を図ります。 

基本方針２０ 地域への情報発信【庶務課】 

施策（５２） 学校評価の定期的実施【指導室】 

  学校が目指すべき目標を設定し、その達成状況や達成に向けた取組の適切さ等

について、自己評価や学校運営協議会等による関係者評価の結果を公表すると

ともに、学校・家庭・地域の連携協力による学校づくりを推進します。 

施策（５３） 学校情報の積極的な発信【学務課】 

  保護者や地域住民が学校教育活動への理解を深めることができるよう、開かれ

た学校づくりの一環として、学校公開を実施します。 

  学校・幼稚園のイベントやこどもたちの日々の様子を、学校・園のホームペー

ジ等で発信し、積極的な情報共有を図ります。 

施策（５４） 教育広報の発信力強化【庶務課・学務課】 

  教育広報誌「こうとうの教育」を通じて区の教育行政の周知を図るとともに、

動画やＳＮＳなどの情報媒体を活用して情報発信力を強化します。 

写真 
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コラム： （掲載内容未定） 
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９ 学校・教員 

 

 

 

 

 

現状 

  学校教育の充実のためには、教員の資質能力を向上させ、教員が一

人一人のこどもと向き合う時間を確保することが重要であり、研修

のオンライン化や教員の働き方改革に取り組んできました。 

  毎週水曜日を「Challenge Wednesday」と設定し、教員が授業改善・

学校運営を充実させるための研究・研修活動や会議等に充てて、教

員の資質・能力の向上に取り組んでいます。 

  部活動指導員や学習支援員、エデュケーション・アシスタントなど

様々なサポートスタッフを配置し、教員の負担軽減を図っています。 

課題 

  教員の資質能力の向上と働き方改革による教員の負担軽減を、両立

させる必要があります。 

  変化する教育課題に沿った研修を充実させていく必要があります。 

  教員の本来業務に専念できるよう、引き続きサポート体制の充実を

推進する必要があります。 

  学校業務の効率化について、手法を検討していく必要があります。 

 

 

教育に関する意識調査 

  どのような先生が理想かを小中学生に質問した結果、「みんな公平

に接してくれる」が最も高く、次いで「勉強を分かりやすく教えて

くれる」、「自分たちのことを分かってくれる」と続きました。 

  教員の働き方改革で必要な取り組みについて保護者と区民に質問

した結果、いずれも「人的支援や効率化などによる事務負担の軽減」

が最も高く、次いで保護者は「出退勤時刻の客観的な把握により適

正な時間管理の実施」が、区民は「自宅等への持ち帰り作業の禁止」

が続きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員の指導力を向上させるとともに、学校における働き方改革

をより一層推進します。 

【成果指標】 

指標名 現状値 

（７年度） 

目標値 

（１２年度） 

授業がわかる児童・生徒の割合 

小学校 
国語 ８４．８％ ９０％ 

算数 ８５．１％ ９０％ 

中学校 
国語 ７８．５％ ８０％ 

数学 ７３．５％ ８０％ 

                                                   

＜理想の先生像＞ ＜教員の働き方改革＞ 

79.5%

73.1%

72.0%

67.6%

67.4%

49.4%

49.2%

43.9%

39.1%

3.7%

2.3%

0% 30% 60% 90%

みんなに公平に接して…

勉強を分かりやすく教…

自分たちのことを分…

話をよく聞いてくれ…

良いところや得意なと…

社会のきまりや守るべ…

悪いことをしたら叱っ…

自分の目標や手本に…

何でも良く知っている

その他

わからない
n=435 

76.5%

41.5%

40.6%

39.1%

37.4%

36.1%

35.3%

33.5%

26.3%

14.3%

4.3%

1.5%

71.5%

39.5%

39.5%

45.3%

37.2%

32.5%

33.0%

34.6%

22.8%

17.5%

5.2%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80%

事務負担の軽減

適正な時間管理の実施

部活動運営の適性化

持ち帰り作業の禁止

イベントなどの見直し

DXの推進

部活動を地域での活動に移行

教員の意識改革

学校以外のプールの活用

学校支援の強化

その他

必要と思うものはない

保護者

区民

n=468 

n=382 
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基本方針２1 教員の指導力向上【指導室】 

施策（５５） 授業力を高める機会の充実【指導室】 

  各校園の主体的な研究活動を支援するとともに、各種専門委員会等を中心とし

たＩＣＴ活用や授業・保育改善の取組を組織的かつ効果的に推進します。 

  授業力向上アドバイザーによる公開授業、中学校教科交流授業研究の日等、教

員の研修機会を確保するとともに、各区立学校等の研究会相互の連携を深める

取組を支援する等、指導力の一層の向上を図ります。 

施策（５６） ニーズに応じた研修の充実【指導室】 

  様々な教育課題の解決に向けた研修会の企画や、オンラインやオンデマンド配

信を活用した開催など、ニーズに応じた研修の充実を図ります。 

  若手教員の育成に向けた支援員や相談員によるＯＪＴの効果的な活用等、教員

一人一人の個に応じた支援の充実を図ります。 

基本方針２２ 教員の働き方改革【庶務課】 

施策（５７） サポート体制の充実【指導室・教育支援課】 

  教員の業務のサポートに向け、各学校におけるＤＸを推進します。 

  部活動指導員や外部指導員を活用しつつ、学校部活動を段階的に地域クラブ活

動に展開し、教員の負担のない指導体制を構築します。 

施策（５８） 業務等の見直し【指導室・教育支援課・庶務課・学務課】 

  こどもにとって真に必要な行事や、授業時数のあり方など、柔軟な教育課程の

実現に向けた取組を推進します。 

  学校運営の効率化等に向けた校務のＤＸ、事務専門員等の外部人材と協動し、

業務負担軽減を図ります。 

  学校における働き方改革のさらなる推進により、授業・保育改善の時間や教員

がこどもと接する時間が十分に確保できる執務環境の整備を図ります。 

キーワード 
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１０ 図書館・大学・企業等 

 

 

 

 

 

現状 

  区立図書館における開館日、開館時間の拡大や 「こうとう電子図書

館」の開始、各館の特徴を生かした特色あるサービスの提供等によ

り、より良い図書館環境の整備と利用促進を図ってきました。 

  こどもの読書活動を推進するため、こども向け図書館として「こど

もプラザ図書館」及び「有明こども図書館」を整備しました。 

  全図書館で一人一台端末のｗｉ－ｆｉの自動接続化や児童への電

子図書館専用ＩＤ配布等、学校等との連携を進めてきました。 

  区内企業と連携した出前授業や中学校・義務教育学校後期課程にお

ける職場体験を全校で実施しています。 

課題 

  図書館を取り巻く環境の変化や多様化する区民ニーズに対応する

ため、地域情報拠点としての図書館機能の更なる強化や、特色ある

サービスの更なる展開が求められています。 

  こども向けの図書や資料等書籍の充実を図るとともに、イベントの

充実など、こどもが多様な本と触れ合える機会の拡大を推進する必

要があります。 

  児童・生徒の読書活動の推進のため、区立図書館が学校図書館や子

育て支援施設との連携を強化する必要があります。 

教育に関する意識調査 

  こどもの読書活動を推進するために区立図書館ではどのような取り

組みが必要か保護者に質問した結果、「中学・高校生向けの資料の充

実」が最も高く、次いで「児童図書の充実」が続きました。 

  区立図書館で取り組んでほしいことについて、小中学生に質問をし

た結果、「本の種類を増やしてほしい」が最も多く、次いで「机を増

やしてほしい」、「新刊を置いてほしい」と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会に開かれた教育課程の実現を目指し、図書館・大学・企業等と

の効果的な連携を推進します。 

【成果指標】 

指標名 現状値 

（６年度） 

目標値 

（１１年度） 

図書館来館者数（年間）※ ３，４２７人 ３，７７０人 

図書館が学びの場として役立っていると感

じている区民の割合※ 
７３．８％ ８０％ 

※江東区長期計画より抜粋 

＜こどもの読書活動を推進するための取組＞ ＜図書館で取り組んでほしいこと（小中学生）＞ 

44.2%

33.1%

32.3%

31.4%

24.1%

18.6%

7.9%

7.9%

7.3%

7.3%

4.3%

13.9%

0% 20% 40% 60%

中学・高校生向けの資料…

児童図書の充実

学校図書室との連携

読書ヘの動機付けとなる…

おはなし会やこども向け…

こども専用のレファレン…

ブックリストの作成・配布

出張、団体貸出および配…

館内装飾の工夫

読書活動に関わっている…

その他

特にない

n=468 

45.3%

30.1%

24.6%

17.0%

12.2%

10.1%

7.4%

7.4%

5.3%

6.7%

29.7%

0% 10%20%30%40%50%

本の種類を増やして…

机を増やしてほしい

新刊を早く置いてほ…

電子図書を増やして…

おすすめの本の紹介…

イベントなどを増や…

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをわかりや…

相談をできるように…

施設の改修・修繕

その他

特にない

n=435
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基本方針２３ 図書館サービスの充実【江東図書館】 

施策（５９） 図書館機能の強化【江東図書館】 

  電子書籍の拡充や区立図書館各館における特色ある図書館サービス及びイベン

トを実施し、図書館への関心や読書の楽しみを見つける機会を提供します。 

  蔵書の充実やＩＣＴの活用、地域の子育て支援施設等と連携を進めることで、

図書の貸出等の利便性向上と地域情報拠点としての役割を強化します。 

  障害者サービスや多文化サービス等利用者の事情に配慮したアクセシブルな書

籍・電子書籍等の拡充や、点字図書館等の関係機関との連携を強化し、すべて

の区民が気軽に図書館を利用できる環境を整備します。 

施策（６０） こども読書活動の推進【江東図書館】 

  誰もが読書に親しめる環境をつくるため、様々な種類の本を収集することに加

え、こどもの多様なニーズを捉えた支援を行います。 

  こども向けイベントの充実や電子図書館サービスの拡充等、気軽に読書の楽し

さなどを感じることができる環境を整備し、読書意欲の向上を促します。 

  こどもの読書に対する興味・関心を高めるため、読み聞かせボランティアの育

成や出張おはなし会のＰＲを行い、ニーズに応じたサービスを提供します。 

施策（６１） 学校との連携の充実【指導室・江東図書館】 

  学校及び子育て支援施設等への図書館資料の団体貸出や図書館除籍資料の再活

用の利用を促進し、こどもが多様な本と触れ合う機会を拡大します。 

  職場体験や学校図書委員会との交流など学校との連携を強化し、読書活動を推

進するとともに、こどもから意見を聞く機会を設けて図書館運営に活かします。 

 

基本方針２４ 大学や企業等との連携【指導室】 

施策（６２） 専門性を生かした教育活動【指導室】 

  授業改善を図るため、大学と連携して専門的な指導・助言を取り入れます。 

  区内企業等と連携し、出前授業の実施や職場体験の取組をさらに充実します。 

  区内の高等学校や特別支援学校等との更なる連携について検討します。 

施策（６３） 包括連携協定等に基づく連携の推進【指導室】 

  大学や企業、スポーツチーム等、協定先の特色を生かした連携を推進します。 

キーワード 

写真 
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